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南極地域観測第VIII期計画 一般研究観測

熱水掘削による氷床および棚氷底面環境の観測

杉山慎、青木茂、澤柿教伸、福田武博、新堀邦夫、古屋正人（北大）

伊村智（極地研）、齋藤隆志（京大）、山之口勤（RESTEC）、中村和樹（産総研）
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氷床沿岸部での表面高度変化

Pine Island Glacier

沿岸における急激な氷床変動メカニズム

1. 海洋の温暖化

2. 棚氷の底面融解

3. 接地線の後退・棚氷の崩壊

4. 氷流の加速

5. 氷の流出
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観測の目的

具体的に明らかにすべきは・・・

(1) 棚氷の底面融解量

(2) 氷床・氷流の流動速度とその変化

(3) 棚氷下での海水特性とその変化

氷床-棚氷-海洋相互作用による氷床変動の理解
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ラングホブデ氷河掘削の理由

- 典型的な溢流氷河の構造

- プロセス・スタディとして規模が適当

- 昭和基地から近い

- 氷河上での安全性が望める

- 過去に海洋観測の実績あり
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熱水掘削システム 準備状況

(1) アルプスでの熱水掘削と観測

- 2007-2009年に実施（津滝ら28日発表）

(2) パタゴニアでの500m深掘削と観測

- 2010年2-3月に実施（杉山ら27、28日発表）

(3) 衛星データを用いた解析

- 衛星データと航空写真の解析（福田ら28日ポスター）

- 隊員の割り当て

- 生体サンプリング手法
3名

-ラングホブデ氷河にて掘削

（生体調査、流動、氷温など）

- 前年のデータ回収

2012-2013

（JARE5４）

-しらせ氷河への展開
2014-2016

（第8期後半）

- 隊員の割り当て

- 寒冷氷河の掘削

- 各種観測装置、手法

5名

- ラングホブデ氷河にて掘削

- 掘削孔を用いた観測

（氷温、海洋観測・サンプリングなど）

- 氷河上での観測

（流動、アイスレーダなど）

2011-2012

（JARE53）

- 熱水ドリル、観測機器の準備

- 衛星データを用いた解析
2010-2011

懸案観測人員活動内容シーズン

観測の年次予定


